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国
道
3
8
2
号
線
沿
い
、
万
関
橋
の
北
、

犬
吠
の
西
に
位
置
す
る
『
玉
調
』
地
区
は
季

節
毎
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
秋
に
は
と

う
も
ろ
こ
し
、
そ
ば
が
収
穫
さ
れ
、
島
山
ま

で
の
道
路
も
あ
り
、
途
中
に
は
浅
茅
パ
ー
ル

ブ
リ
ッ
ジ
が
架
か
り
、
春
に
は
玄
海
ツ
ツ
ジ

の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
玉
調
周

辺
に
は
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
点
在
し
、

今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
多
く
は
岬
の
先
端

付
近
に
あ
る
の
で
分
か
り
づ
ら
い
で
す
が
、

国
道
か
ら
数
百
ｍ
の
距
離
に
あ
る
遺
跡
も
あ

り
ま
す
。
過
去
に
調
査
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て

「
ハ
ナ
デ
ン
ボ
遺
跡
」
（
弥
生
時
代
後
期
）

が
あ
り
ま
す
。
現
地
は
水
田
に
突
き
出
た
丘

陵
の
突
端
に
あ
り
、
箱
式
石
棺
が
４
基
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
が
作
ら
れ
た
当
時
、

こ
の
地
は
海
に
面
し
た
岬
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
43
年(

1
9
6
8)

の

調
査
で
は
壺
や
瓶
片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
1
4
7
1
年
成
立
し
た
「
海
東
諸
国
紀
」

に
玉
調
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
津
島

紀
事
」
に
は
大
山
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
玉
調
の
地
名
は
「
和
名
類
聚
抄
」

に
見
え
、
奈
良
時
代
の
須
恵
器
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
ハ
ナ
デ
ン
ボ
遺
跡
」
以
外
に

も
複
数
の
石
棺
を
持
つ
古
墳
が
あ
り
、
少
な

く
と
も
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
を
経
て
奈
良
時

代
に
は
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。
そ
の
中
で
力
を
持
っ
た
人
達
が
石
棺

に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
中

世
か
ら
近
世
の
中
頃
ま
で
無
人
の
地
で
あ
っ

た
よ
う
で
当
時
の
文
献
や
地
図
に
は
玉
調
は

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　『
玉
調
』
の
地
名
は
真
珠
に
由
来
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
都(

平
安
京)

に

献
上
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
貴
人
達

が
対
馬
の
浅
茅
湾
で
採
れ
た
真
珠
を
身
に
付

け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
当
時
の
『
玉
調
』
（
国
道
及
び
周
辺
の
田

畑
）は
海
で
し
た
。
島
内
で
は「
昔
は
こ
の
辺

り
ま
で
海
だ
っ
た
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
と
古
代

の
地
形
を
現
存
す
る
遺
跡
な
ど
か
ら
見
て
比

べ
て
み
る
と
、
面
白
い
発
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
『
玉
調
』
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
に
お
い
て
も
歴
史
が
あ
り
、
神
社
や
お
寺
、

遺
跡
な
ど
郷
土
史
を
学
ぶ
材
料
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
名
に
は
由
来
が
あ

り
、
様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
一
度
調
べ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
以
外
に
も
知

ら
な
い
、
そ
し
て
新
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

□「
海
東
諸
国
紀
」
文
明
3
年（
1
4
7
1
）李

　
氏
朝
鮮
国
の
申
叔
舟
が
編
纂
し
た
歴
史
書
。

　
日
本
と
琉
球
の
歴
史
・
地
理
・
風
俗
・
言

　
語
・
通
交
を
ま
と
め
た
研
究
書
。

□「
津
島
紀
事
」
文
化
3
年（
1
8
0
6
）
平

　
山
東
山
編
著
。
地
理
、
歴
史
、
風
土
な
ど

　
を
記
し
た
大
書
。

□「
和
名
類
聚
抄
」（
承
平
年
間
9
3
1
〜

　
9
3
8
年
成
立
）
源
順
（
み
な
も
と
の
し

　
た
ご
う
）
著
。
漢
語
辞
書
。
当
時
の
国
・

　
群
・
郷
名
な
ど
記
さ
れ
て
い
る
。

　今まで、汚泥再生処理センターで製造した汚泥肥料につきましては、無料で配布しておりましたが、袋代等

諸経費の値上がりにより、平成21年４月１日から汚泥肥料１袋（12kg入）100円を使用料として徴収させて

いただくことになりましたので、ご理解のほどよろしくお願いします。�

　肥料を申し込まれる方は、下記へご連絡ください（予約制）�

○厳美清華苑　　　　対馬市美津島町根緒471番地　　 ☎0920-52-0929�

○北部衛生センター　対馬市上対馬町唐舟志４６番地　 ☎0920-86-2177
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問い合わせ　環境衛生課　☎0920‐53‐6111

汚泥肥料が有料化になります�
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防
犯
ま
ち
づ
く
り�

　
　
　
　
　
　
推
進
指
導
員
と
は�

　
犯
罪
防
止
の
た
め
の
自
主
的
活

動
や
各
種
団
体
、
地
域
防
犯
リ
ー

ダ
ー
と
の
連
携
協
力
を
行
い
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
住
民
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
推
進
員
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
対
馬
管
内
の
警
察
署
に
そ
れ

ぞ
れ
一
人
任
命
さ
れ
ま
す
。

◎
対
馬
南
警
察
署
管
内

　
河
合
　
徹

◎
対
馬
北
警
察
署
管
内

　
野
田
一
男

地
域
防
犯
リ
ー
ダ
ー
と
は

　
県
が
主
催
す
る
講
習
会
（
地
域

防
犯
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
）
を

受
講
し
自
主
的
活
動
の
盛
り
上
げ
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
組
織

化
、
各
種
団
体
と
の
連
携
協
力
な

ど
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
行
い

ま
す
。

◎
久
田
中
学
校
区

◎
　
知
中
学
校
区

◎
今
里
中
学
校
区

◎
大
船
越
中
学
校
区

◎
豊
玉
中
学
校
区

◎
西
部
中
学
校
区

◎
東
部
中
学
校
区

◎
久
原
中
学
校
区

◎
佐
護
中
学
校
区

◎
佐
須
奈
中
学
校
区

◎
仁
田
中
学
校
区

◎
比
田
勝
中
学
校
区

◎
豊

中

学

校

区

◎
南
陽
中
学
校
区

鎌
田
眞
次

久
和
利
裕

平
間
勝
美

吉
野
克
行

上
野
隼
人

小
田
弘
仁

関
　
裕
子

扇
　
徹
弥

梅
野
初
實

小
川
一
成

片
山
純
孝

双
須
軍
治

小
田
　
太

土
肥
玉
子

荒
木
美
代
子

小
宮
政
利

平
山
美
登

乙
成
信
義

前
野
勝
政

阿
比
留
伸
昭

山
口
公
子

國
分
千
秋

菅
野
克
紀

山
川
加
奈

小
茂
田
和
則

梅
野
　
剛

木
寺
芳
博

◎
厳
原
中
学
校
区

◎
豆
酘
中
学
校
区

井
　
友
弘

飯
野
嘉
泰

上
原
正
康
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「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
す�

「
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
導
員
」「
地
域
防
犯
リ
ー
ダ
ー
」を
紹
介�

通勤可能で次に掲げる条
件に該当する者�
①調理師又は栄養士免許   
　いずれかの資格を有す
　る者�
②上記の資格をもってい
　ない者でも、保育所調
　理業務に意欲的に従事
　する者�

市販の履歴書（自筆、写
真貼付）と資格をお持ち
の方はその資格証の写し
各１通、持参か郵送で申
し込んでください�

市販の履歴書（自筆、写真貼付）�
１通、持参か郵送で申し込んでください�
履歴書余白に応募する業務、勤務箇所を明記すること�

市販の履歴書（自筆、写
真貼付）、保育士証（写）
各１通、持参か郵送で申
し込んでください�

通勤可能で保育士免
許を有する者�

６０歳未満で、
通勤可能な者�
自動車普通免許�

〒817-0021  対馬市厳原町今屋敷661番地3�
　　　　　　　南地区教育事務所 （対馬市交流センター４階）
　　　　　　　☎ 0920-52-8855�
〒817-0012  対馬市厳原町日吉374番地�
　　　　　　　厳原学校給食共同調理場�
　　　　　　　☎ 0920-52-0975�
〒817-0322  対馬市美津島町　知乙573番地5 �
　　　　　　　美津島学校給食共同調理場�
　　　　　　　☎ 0920-54-2333

〒817-1292　対馬市豊玉町仁位380番地�
　　　　　　　 対馬市福祉事務所福祉課�
　　　　　　 　☎0920-58-2294

応募者に別途通知� 平成２１年３月８日（日）午前９時から美津島文化会館�

平成２１年３月６日(金）午後５時まで（必着）� 平成２１年２月２７日(金）午後５時まで（必着）�

選考日時等�

申込期限�

申込方法�

選考方法�

報　　酬� 対馬市嘱託職員管理要綱による�

書類審査及び面接� 面　　　　　接�

127,000円� 127,000円� 143,000円�

期      間�

応募資格�

募集人員� 若干名� 若干名�1人� 1人�

６０歳未満で、通勤可能な者�

平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日�

7人�

勤務箇所� 対馬市内保育所� 泉保育所�
厳原学校給食�
共同調理場�

美津島学校給食�
共同調理場�

美津島学校給食�
共同調理場�

業務内容� 保育業務� 保育所調理� 調理員� 配送員�

申込及び�
問い合わせ先�

※応募に際し提出された書類は、理由の如何を問わず返却しません。     




